































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図2 劉宝墓出土鏡（中国社会科学院考古研究所） 図1 陝西歴史博物館所蔵鏡
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
近
似
す
る
Ａ
類
鏡
の
図
様
も
同
じ
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
下
、
Ａ
類
鏡
の
遺
品
を
ま
と
め
る
。
面
径
の
大
き
い
順
に
並
べ
た
。
管
見
の
お
よ
ぶ
限
り
収
集
に
努
め
た
が
、
遺
漏
も
少
な
く
な
い
と
思
う
。
ご
教
示
願
い
た
い
。
な
お
、
個
人
ま
た
は
博
物
館
の
所
蔵
品
に
関
し
て
は
ひ
と
ま
ず
中
国
に
お
け
る
出
土
品
と
し
て
扱
う
。
①
個
人
面
径
一
二
六
セ
ン
チ
／
重
さ
四
八
五
グ
ラ
ム
Ａ
類
鏡
で
最
も
大
き
く
、
重
い
。
し
か
し
、
Ａ
類
鏡
の
な
か
で
は
突
出
し
た
数
値
で
、
や
や
疑
問
が
残
る
。
地
金
は
白
銀
色
を
呈
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
中
心
か
ら
放
射
状
に
八
つ
に
破
断
し
、
一
部
で
発
し
て
い
る
。
特
に
鈕
は
ほ
ぼ
全
体
が
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
文
様
の
表
出
は
や
や
鈍
く
、
内
区
で
は
四
獣
の
面
貌
が
鋳
つ
ぶ
れ
て
弁
別
し
に
く
い
（
）。
②
東
京
国
立
博
物
館
面
径
一
二
〇
セ
ン
チ
列
品
番
号
Ｔ
Ｊ
四
七
〇
九
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
中
国
出
土
と
記
載
さ
れ
る
が
、
伝
来
は
明
ら
か
で
な
い
。
破
断
や
欠
損
は
な
く
、
発
も
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
鋳
上
が
り
も
精
妙
で
、
図
様
の
細
部
ま
で
鮮
明
に
表
出
す
る
（
）。
③
陝
西
歴
史
博
物
館
面
径
一
一
九
セ
ン
チ
／
重
さ
三
二
九
グ
ラ
ム
（
図
1）
西
北
行
政
委
員
会
文
化
局
か
ら
陝
西
歴
史
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
。
出
土
地
や
出
土
状
況
は
詳
ら
か
で
な
い
。
一
部
に
発
が
認
め
ら
れ
る
が
、
破
断
や
欠
損
は
な
く
、
鋳
上
が
り
も
精
妙
で
あ
る
。
地
金
は
白
銀
色
を
呈
し
て
い
る
。
円
形
の
鈕
座
に
縁
取
り
が
あ
る
点
は
他
に
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
（
）。
④
個
人
面
径
一
一
九
セ
ン
チ
小
窪
和
博
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
「
某
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
写
真
も
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
（
）。
⑤
陝
西
歴
史
博
物
館
面
径
一
一
八
セ
ン
チ
／
重
さ
三
三
三
グ
ラ
ム
陝
西
省
西
安
市
の
儀
器
工
業
製
造
学
校
の
構
内
で
出
土
し
た
。
白
銀
色
に
輝
き
、
文
様
の
表
出
も
鮮
明
だ
が
、
十
二
時
方
向
か
ら
四
時
方
向
に
欠
損
し
、
部
分
的
に
緑
青
も
生
じ
て
い
る
（
	）。
⑥
個
人
面
径
一
一
八
セ
ン
チ
／
重
さ
三
一
七
グ
ラ
ム
伝
来
に
関
す
る
情
報
は
明
ら
か
で
な
い
。
破
断
や
欠
損
は
な
く
、
も
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
図
様
の
表
出
は
き
わ
め
て
鮮
明
で
あ
る
（

）。
⑦
個
人
面
径
一
一
八
セ
ン
チ
／
重
さ
二
九
〇
グ
ラ
ム
伝
来
に
関
す
る
情
報
は
明
ら
か
で
な
い
。
一
部
に
緑
青
が
生
じ
て
い
る
が
、
破
断
や
欠
損
は
認
め
ら
れ
な
い
。
鋳
上
が
り
は
精
妙
で
、
図
様
は
細
か
い
部
分
ま
で
鮮
明
に
表
出
し
て
い
る
。
鈕
の
頂
部
に
十
字
形
の
陰
刻
線
が
見
え
る
（
）。
⑧
九
江
市
博
物
館
面
径
一
一
八
セ
ン
チ
江
西
省
九
江
市
都
昌
県
で
出
土
し
た
。
破
断
や
欠
損
が
な
く
、
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
精
妙
な
鋳
上
が
り
で
あ
り
、
図
様
は
細
部
ま
で
鮮
明
に
表
出
す
る
。
江
南
地
方
で
出
土
し
た
例
で
は
も
っ
と
も
状
態
が
良
い
（
）。
⑨
江
西
省
博
物
館
面
径
一
一
八
セ
ン
チ
江
西
省
瑞
昌
市
で
出
土
し
た
。
破
断
や
欠
損
は
な
い
よ
う
だ
が
、
が
目
立
つ
。
図
様
の
表
出
も
鈍
く
、
細
部
は
弁
別
し
に
く
い
。
内
区
よ
り
外
区
が
模
糊
と
し
て
い
る
（
）。
―４―
⑩
個
人
面
径
一
一
七
セ
ン
チ
／
重
さ
三
〇
五
グ
ラ
ム
一
部
に
緑
青
が
認
め
ら
れ
る
が
、
破
断
や
欠
損
は
な
く
、
良
好
な
状
態
で
あ
る
。
鋳
上
が
り
も
精
妙
で
、
図
様
を
鮮
明
に
表
出
す
る
。
山
東
省
東
部
で
出
土
し
た
と
い
う
（
）。
⑪
京
都
大
学
面
径
一
一
七
セ
ン
チ
列
品
番
号
は
第
一
八
四
九
号
で
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
の
購
入
品
で
あ
る
。
京
都
大
学
に
入
る
前
の
伝
来
は
詳
ら
か
で
な
い
。
破
断
や
欠
損
は
な
く
、
緑
青
も
少
な
い
。
図
様
の
表
出
は
や
や
鈍
い
が
、
葡
萄
唐
草
の
細
い
茎
な
ど
細
部
ま
で
確
認
で
き
る
。
表
面
に
漆
状
の
塗
料
を
施
し
て
い
る
ら
し
い
。
宋
代
以
降
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
（
）。
⑫
個
人
面
径
一
一
六
セ
ン
チ
／
重
さ
一
七
六
グ
ラ
ム
伝
来
に
関
す
る
情
報
は
明
ら
か
で
な
い
。
破
断
や
欠
損
は
な
く
、
も
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
図
様
の
表
出
は
や
や
鈍
く
、
獅
子
の
面
貌
な
ど
細
部
は
模
糊
と
し
て
い
る
。
界
圏
上
の
溝
は
写
真
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
本
鏡
の
地
金
に
つ
い
て
「
o
liv
e-g
ra
y
-
b
ro
w
n
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
白
銀
色
は
呈
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
）。
⑬
武
寧
県
文
物
管
理
所
面
径
一
一
五
セ
ン
チ
江
西
省
九
江
市
武
寧
県
で
出
土
し
た
。
破
断
や
欠
損
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
図
様
の
表
出
が
か
な
り
鈍
く
、
葡
萄
唐
草
や
禽
獣
の
面
貌
、
周
縁
部
の
鋸
歯
文
な
ど
細
部
は
ほ
と
ん
ど
弁
別
で
き
な
い
。
鈕
座
や
界
圏
上
の
溝
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
数
次
に
わ
た
る
踏
返
鋳
造
を
経
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
（
）。
⑭
太
宰
府
市
教
育
委
員
会
面
径
一
一
四
セ
ン
チ
福
岡
県
太
宰
府
市
に
位
置
す
る
日
焼
遺
跡
の
木
棺
墓
（
五
Ｓ
Ｔ
三
六
〇
）
で
出
土
し
た
。
鈕
お
よ
び
鈕
座
を
含
む
全
体
の
四
分
の
一
を
欠
損
し
て
お
り
、
残
存
部
分
も
七
片
に
破
断
し
て
い
る
。
図
様
は
Ｘ
線
透
過
写
真
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
判
別
で
き
る
ほ
ど
模
糊
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
地
金
は
白
銅
質
ら
し
い
。
報
告
書
で
は
周
縁
部
上
段
に
連
珠
文
を
表
出
す
る
と
あ
る
が
、
鋸
歯
文
が
鋳
つ
ぶ
れ
て
連
珠
文
と
誤
認
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
焼
遺
跡
は
水
城
西
門
か
ら
杉
塚
廃
寺
方
面
へ
延
び
る
古
代
の
官
道
に
隣
接
す
る
。
本
鏡
が
出
土
し
た
木
棺
墓
（
五
Ｓ
Ｔ
三
六
〇
）
は
近
世
墓
（
五
Ｓ
Ｔ
三
五
五
）
に
よ
っ
て
削
平
さ
れ
て
お
り
、
遺
物
は
本
鏡
の
ほ
か
に
鉄
釘
六
本
が
出
土
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
築
造
時
期
を
限
定
し
に
く
い
が
、
近
接
す
る
墳
墓
の
伴
出
土
器
よ
り
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
）。
⑮
十
根
川
神
社
面
径
一
一
三
セ
ン
チ
／
重
さ
二
五
五
グ
ラ
ム
（
図
3）
（
	）
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
に
鎮
座
す
る
十
根
川
神
社
に
伝
世
し
た
。
破
断
や
欠
損
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
火
中
し
た
の
か
全
体
が
黒
ず
ん
で
い
る
。
地
金
そ
の
も
の
は
白
銀
―５―
図3 十根川神社伝世鏡
色
で
は
な
く
、
や
や
黄
色
を
帯
び
て
い
る
。
図
様
の
表
出
が
鈍
く
、
細
部
が
鋳
つ
ぶ
れ
て
い
る
。
図
様
の
不
鮮
明
さ
は
火
中
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
本
鏡
が
数
次
に
わ
た
る
踏
返
鋳
造
を
経
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
界
圏
上
に
溝
が
な
く
、
鈕
の
頂
部
も
削
平
さ
れ
て
い
る
。
鈕
の
周
囲
が
わ
ず
か
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
鈕
座
の
痕
跡
か
と
思
わ
れ
る
。
宋
時
代
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
本
鏡
が
伝
世
し
た
十
根
川
神
社
と
同
型
鏡
を
有
す
る
神
門
神
社
は
共
に
東
臼
杵
郡
に
位
置
す
る
。
同
一
郡
内
に
同
型
鏡
が
伝
世
し
た
点
は
興
味
深
い
が
、
図
様
を
観
察
す
る
と
、
一
方
を
踏
み
返
し
て
も
う
一
方
を
鋳
造
し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
（
）。
⑯
神
門
神
社
面
径
一
一
三
セ
ン
チ
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
美
郷
町
に
鎮
座
す
る
神
門
神
社
に
伝
世
し
た
。
破
断
や
欠
損
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
全
体
を
が
覆
っ
て
い
る
。
図
様
は
か
な
り
不
鮮
明
で
、
細
部
は
ほ
と
ん
ど
弁
別
で
き
な
い
。
や
は
り
鈕
の
周
囲
が
わ
ず
か
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
鈕
座
の
痕
跡
か
と
思
わ
れ
る
。
神
門
神
社
に
は
古
墳
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
鏡
が
三
十
三
面
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
鏡
の
納
入
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
表
面
に
貼
付
さ
れ
た
付
箋
の
状
況
か
ら
中
世
よ
り
神
門
神
社
に
伝
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
）。
⑰
成
田
市
教
育
委
員
会
面
径
一
一
一
セ
ン
チ
千
葉
県
成
田
市
の
野
毛
平
木
戸
下
遺
跡
一
九
号
住
居
址
で
出
土
し
た
。
全
体
に
歪
み
が
生
じ
、
表
裏
面
に
気
泡
孔
も
認
め
ら
れ
る
た
め
、
火
中
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

も
厚
い
。
図
様
は
か
な
り
模
糊
と
し
て
い
る
。
鈕
座
を
作
ら
ず
、
界
圏
内
側
と
周
縁
部
の
鋸
歯
文
も
表
さ
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
本
鏡
は
も
と
も
と
図
様
の
表
出
が
鈍
く
、
も
厚
い
た
め
、
判
別
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
野
毛
平
木
戸
下
遺
跡
は
縄
文
時
代
お
よ
び
平
安
時
代
前
期
の
集
落
遺
跡
で
、
一
九
号
住
居
址
は
伴
出
土
器
の
編
年
か
ら
九
世
紀
後
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
鏡
は
炭
化
材
に
挟
ま
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
た
め
、
こ
の
住
居
と
共
に
焼
け
た
よ
う
だ
が
、
一
九
号
住
居
址
は
床
に
ほ
と
ん
ど
遺
物
が
な
く
、
清
掃
さ
れ
た
状
態
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
鏡
を
放
置
し
た
ま
ま
故
意
に
火
を
付
け
た
可
能
性
が
あ
り
、
何
ら
か
の
祭
祀
が
営
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
）。
⑱
吉
林
省
博
物
館
面
径
一
〇
四
セ
ン
チ
（
図
4）
（
）
吉
林
省
永
吉
県
の
烏
拉
古
城
の
一
角
、
白
花
点
将
台
と
呼
ば
れ
る
高
台
の
近
く
で
出
土
し
た
。
破
断
や
欠
損
は
認
め
ら
れ
ず
、
も
少
な
い
が
、
図
様
は
模
糊
と
し
て
い
る
。
中
国
で
出
土
し
た
他
の
Ａ
類
鏡
に
比
べ
て
鈕
が
一
回
り
小
さ
い
。
ま
た
、
界
圏
上
の
溝
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
鏡
は
墳
墓
の
副
葬
品
だ
っ
た
ら
し
く
、
本
鏡
を
含
め
て
鏡
が
十
面
、
鋳
銅
製
の
菩
立
像
、
玉
帯
鈕
、
銅
鈴
、
銅
銭
な
ど
が
伴
出
し
、
人
骨
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
銅
銭
は
北
宋
の
崇
寧
元
年
（
一
一
〇
二
）
初
鋳
の
崇
寧
通
宝
だ
っ
た
。
烏
拉
古
城
は
明
時
代
に
女
真
族
の
烏
拉
部
が
築
城
し
た
城
郭
だ
が
、
こ
の
墳
墓
は
金
時
―６―
図4 烏拉古城跡出土鏡（吉林省博物館）
代
に
る
可
能
性
が
あ
り
、
本
鏡
も
そ
の
頃
に
北
宋
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
金
で
踏
み
返
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
）。
一
方
、
Ｂ
類
鏡
（
図
5）
（
）
は
彖
猊
鏡
（
）、
四
獣
鏡
（
）、
瑞
獣
紋
鏡
（
）な
ど
と
呼
称
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
Ａ
類
鏡
と
は
別
個
の
鏡
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
明
ら
か
に
Ａ
類
鏡
の
内
区
を
独
立
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
Ａ
類
鏡
の
界
圏
が
Ｂ
類
鏡
の
周
縁
と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
類
鏡
は
Ａ
類
鏡
を
原
型
と
す
る
踏
返
鋳
造
の
あ
る
段
階
で
真
土
型
を
加
工
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
す
る
。
従
っ
て
、
Ｂ
類
鏡
の
図
様
は
当
然
Ａ
類
鏡
よ
り
模
糊
と
し
て
い
る
。
改
変
は
外
区
を
除
く
だ
け
で
な
く
、
内
区
の
一
部
に
も
お
よ
ぶ
。
例
え
ば
、
Ａ
類
鏡
の
界
圏
内
側
に
相
当
す
る
周
縁
部
内
側
に
鋸
歯
文
帯
を
表
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
鈕
が
小
型
化
し
、
細
長
形
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
出
土
の
Ｂ
類
鏡
に
は
円
形
の
鈕
座
が
な
く
、
代
わ
っ
て
七
～
九
枚
の
花
弁
を
鋳
出
し
て
い
る
。
①
陝
西
歴
史
博
物
館
面
径
七
二
セ
ン
チ
／
重
さ
五
五
グ
ラ
ム
（
図
5）
陝
西
省
西
安
市
玉
祥
路
で
発
掘
さ
れ
た
唐
時
代
の
墳
墓
の
副
葬
品
で
あ
る
。
白
銀
色
の
地
金
で
、
破
断
や
欠
損
も
認
め
ら
れ
な
い
が
、
鋳
上
が
り
は
鈍
く
、
図
様
は
不
鮮
明
で
弁
別
し
に
く
い
。
鈕
の
周
囲
に
花
弁
七
枚
が
巡
り
、
鈕
座
と
な
っ
て
い
る
（
	）。
②
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
面
径
七
二
セ
ン
チ
河
南
省
偃
師
市
の
李
愾
墓
よ
り
出
土
し
た
。
Ｂ
類
鏡
の
な
か
で
は
図
様
の
表
出
が
最
も
鮮
明
で
、
獅
子
の
面
貌
が
鋳
つ
ぶ
れ
て
い
る
も
の
の
、
葡
萄
唐
草
文
は
弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鈕
は
小
さ
な
円
錐
状
と
な
っ
て
お
り
、
鈕
座
は
九
弁
の
花
形
（
二
弁
は
不
鮮
明
）
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
墓
主
の
李
愾
は
咸
通
十
年
（
八
六
九
）
四
月
に
五
十
七
歳
で
亡
く
な
り
、
同
年
十
二
月
に
埋
葬
さ
れ
た
（

）。
③
陝
西
歴
史
博
物
館
面
径
四
一
セ
ン
チ
？
／
重
さ
五
五
グ
ラ
ム
面
径
の
数
値
に
疑
問
が
あ
る
。
七
一
セ
ン
チ
の
誤
り
だ
ろ
う
。
陝
西
省
西
安
市
の
白
家
口
で
出
土
し
た
。
一
部
に
緑
青
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
破
断
や
欠
損
は
な
く
、
地
金
も
白
銀
色
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文
様
の
表
出
は
鈍
く
、
獅
子
の
面
貌
や
葡
萄
唐
草
は
模
糊
と
し
て
い
る
。
花
弁
状
の
鈕
座
を
作
る
が
、
鬆
が
入
っ
て
不
明
瞭
で
あ
る
（
）。
④
陝
西
歴
史
博
物
館
面
径
七
一
セ
ン
チ
／
重
さ
五
一
グ
ラ
ム
陝
西
省
西
安
市
の
韓
森
寨
で
出
土
し
た
。
地
金
は
白
銀
色
の
よ
う
だ
が
、
全
面
が

に
覆
わ
れ
て
お
り
、
十
二
時
方
向
か
ら
十
時
方
向
に
欠
損
す
る
。
Ｂ
類
鏡
の
な
か
で
は
図
様
の
表
出
が
比
較
的
良
好
で
、
獅
子
の
面
貌
や
葡
萄
唐
草
の
果
房
が
弁
別
で
き
る
箇
所
も
あ
る
。
八
枚
の
花
弁
状
の
鈕
座
を
作
る
（
）。
―７―
図5 西安市玉祥路唐墓出土鏡（陝西歴史博物館）
⑤
陝
西
歴
史
博
物
館
面
径
七
一
セ
ン
チ
／
重
さ
四
九
グ
ラ
ム
西
安
市
文
物
管
理
委
員
会
よ
り
陝
西
歴
史
博
物
館
へ
移
さ
れ
た
も
の
で
、
出
土
地
や
出
土
状
況
は
明
ら
か
で
な
い
。
全
体
が
黒
ず
み
、
十
一
時
方
向
か
ら
六
時
方
向
に
破
断
し
て
い
る
。
文
様
の
表
出
は
か
な
り
鈍
く
、
細
部
は
ほ
と
ん
ど
弁
別
で
き
な
い
。
花
弁
状
の
鈕
座
を
作
る
が
、
こ
れ
も
不
鮮
明
で
あ
る
（
）。
⑥
洛
陽
博
物
館
面
径
七
〇
セ
ン
チ
／
重
さ
五
一
グ
ラ
ム
出
土
地
や
出
土
状
況
は
詳
ら
か
で
な
い
。
破
断
や
欠
損
は
な
い
が
、
図
様
の
表
出
が
か
な
り
鈍
く
、
細
部
は
ほ
と
ん
ど
弁
別
で
き
な
い
。
鈕
座
は
六
弁
の
花
形
と
な
っ
て
い
る
（
）。
⑦
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
面
径
六
九
セ
ン
チ
／
重
さ
九
九
グ
ラ
ム
石
川
県
羽
咋
市
の
寺
家
遺
跡
祭
祀
地
区
一
二
Ｅ
で
出
土
し
た
。
欠
損
や
破
断
は
な
く
、
も
少
な
い
。
中
央
部
に
気
泡
が
見
え
る
。
図
様
の
表
出
は
鈍
い
も
の
の
、
獅
子
の
体
や
姿
勢
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
間
地
の
葡
萄
唐
草
文
も
確
認
で
き
る
。
日
本
で
伝
世
出
土
し
た
Ｂ
類
鏡
の
な
か
で
は
比
較
的
鋳
上
が
り
が
良
い
。
鈕
は
細
長
く
、
そ
の
周
囲
に
薄
く
鈕
座
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
寺
家
遺
跡
は
縄
文
時
代
か
ら
中
世
の
祭
祀
遺
跡
で
、
能
登
一
宮
の
気
多
大
社
と
の
関
連
性
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
本
鏡
が
出
土
し
た
遺
構
は
概
ね
九
世
紀
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
）。
⑧
南
伊
豆
町
教
育
委
員
会
面
径
六
八
セ
ン
チ
／
重
さ
九
三
グ
ラ
ム
（
図
6）
（
	）
静
岡
県
賀
茂
郡
南
伊
豆
町
の
日
詰
遺
跡
Ｂ
Ⅳ
祭
祀
跡
で
出
土
し
た
。
破
断
や
欠
損
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
緑
青
が
全
面
を
厚
く
覆
っ
て
い
る
。
図
様
の
表
出
も
か
な
り
鈍
く
、
葡
萄
唐
草
は
鋳
つ
ぶ
れ
て
い
て
弁
別
で
き
ず
、
獅
子
も
形
姿
を
留
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
鈕
は
橋
梁
状
で
、
そ
の
周
囲
に
花
弁
状
の
鈕
座
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
（
図
7）
（

）。
日
詰
遺
跡
は
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
お
よ
ぶ
複
合
遺
跡
で
、
出
土
遺
構
も
住
居
跡
、
祭
祀
跡
、
鍛
冶
跡
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
Ｂ
Ⅳ
祭
祀
跡
は
伴
出
し
た
土
師
器
に
よ
っ
て
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
中
頃
に
営
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
本
鏡
の
年
代
と
は
合
致
し
な
い
。
本
鏡
は
こ
の
場
で
行
わ
れ
た
古
墳
時
代
の
祭
祀
に
は
―８―
図7 日詰遺跡出土鏡 部分
（南伊豆町教育委員会）
図6 日詰遺跡出土鏡（南伊豆町教育委員会）
直
接
関
係
な
い
だ
ろ
う
（
）。
⑨
平
塚
市
教
育
委
員
会
面
径
六
六
セ
ン
チ
／
重
さ
五
九
グ
ラ
ム
神
奈
川
県
平
塚
市
に
位
置
す
る
構
之
内
遺
跡
の
第
一
地
区
一
号
掘
立
柱
建
物
跡
の
柱
穴
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
建
物
の
構
築
時
に
埋
納
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
破
断
や
欠
損
は
な
い
が
、
図
様
の
表
出
は
か
な
り
鈍
い
。
葡
萄
唐
草
文
は
ほ
と
ん
ど
消
失
し
、
獅
子
も
形
姿
を
確
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
鈕
は
不
整
形
で
、
周
囲
が
円
形
に
薄
く
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
Ａ
類
鏡
に
お
け
る
鈕
座
の
痕
跡
か
と
思
わ
れ
る
。
構
之
内
遺
跡
は
相
模
国
府
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
第
三
地
区
で
は
古
代
の
東
海
道
も
発
見
さ
れ
た
。
本
鏡
が
出
土
し
た
第
一
地
区
一
号
掘
立
柱
建
物
跡
は
伴
出
土
器
の
編
年
か
ら
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
前
半
に
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
）。
⑩
八
代
神
社
面
径
六
六
セ
ン
チ
三
重
県
鳥
羽
市
の
神
島
に
鎮
座
す
る
八
代
神
社
に
伝
世
し
た
。
破
断
や
欠
損
は
認
め
ら
れ
ず
、
も
少
な
い
。
し
か
し
、
図
様
の
表
出
は
か
な
り
鈍
い
。
葡
萄
唐
草
文
は
ほ
と
ん
ど
弁
別
で
き
ず
、
獅
子
も
脚
部
が
消
失
す
る
。
鈕
は
細
長
く
、
そ
の
周
囲
が
薄
く
円
形
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
鈕
座
の
痕
跡
だ
ろ
う
（
）。
八
代
神
社
に
は
古
墳
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
銅
鏡
が
六
十
四
面
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
由
緒
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
土
中
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
島
内
の
出
土
鏡
が
奉
納
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
）。
三
ま
ず
、
Ａ
類
鏡
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
中
国
で
出
土
し
た
Ａ
類
鏡
は
面
径
が
概
ね
一
一
セ
ン
チ
後
半
と
な
っ
て
い
る
。
同
型
鏡
で
は
面
径
が
小
さ
い
ほ
ど
踏
返
鋳
造
を
重
ね
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
図
様
の
鋳
上
が
り
具
合
も
面
径
の
大
小
と
軌
を
一
に
し
、
小
さ
く
な
る
に
従
っ
て
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
出
土
の
Ａ
類
鏡
で
は
吉
林
省
永
吉
県
の
烏
拉
古
城
出
土
鏡
の
み
面
径
が
一
一
セ
ン
チ
を
下
回
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
本
鏡
は
北
宋
ま
た
は
金
時
代
の
踏
返
鏡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
Ａ
類
鏡
よ
り
鈕
が
小
さ
く
、
界
圏
上
に
溝
を
刻
ま
な
い
点
は
日
本
伝
世
出
土
の
Ａ
類
鏡
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
日
本
で
伝
世
ま
た
は
出
土
し
た
Ａ
類
鏡
は
面
径
が
い
ず
れ
も
一
一
セ
ン
チ
前
半
と
な
っ
て
お
り
、
全
般
に
図
様
の
表
出
が
鈍
い
。
日
焼
遺
跡
出
土
鏡
お
よ
び
野
毛
平
木
戸
下
遺
跡
出
土
鏡
を
踏
ま
え
る
と
、
Ａ
類
鏡
が
日
本
で
流
通
す
る
の
は
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
に
な
ろ
う
。
Ａ
類
鏡
の
図
様
は
七
世
紀
半
ば
に
は
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
た
め
、
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
Ａ
類
鏡
は
中
国
で
数
次
に
わ
た
る
踏
み
返
し
を
経
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
原
型
の
段
階
か
ら
既
に
図
様
の
表
出
が
鈍
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
日
本
伝
世
出
土
の
Ａ
類
鏡
の
う
ち
、
十
根
川
神
社
伝
世
鏡
と
神
門
神
社
伝
世
鏡
は
烏
拉
古
城
出
土
鏡
と
同
じ
よ
う
に
鈕
が
小
さ
く
、
界
圏
上
に
溝
を
刻
ま
な
い
。
二
面
は
宋
金
時
代
の
踏
返
鏡
、
ま
た
は
さ
ら
に
そ
れ
を
踏
み
返
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
図
様
を
観
察
す
る
と
、
十
根
川
神
社
伝
世
鏡
と
神
門
神
社
伝
世
鏡
は
一
方
が
も
う
一
方
の
原
型
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
密
接
な
関
係
を
窺
わ
せ
る
。
十
根
川
神
社
と
神
門
神
社
は
同
じ
東
臼
杵
郡
に
鎮
座
し
て
お
り
、
同
時
期
に
納
入
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
Ａ
類
鏡
の
日
本
伝
播
は
一
度
で
は
な
く
、
間
隔
を
あ
け
て
複
数
回
入
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
続
い
て
、
Ｂ
類
鏡
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
中
国
出
土
の
Ｂ
類
鏡
は
面
径
が
七
セ
ン
チ
以
上
を
計
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
花
弁
状
の
鈕
座
を
備
え
て
い
る
。
踏
返
鋳
造
の
た
び
に
鋳
型
を
補
修
し
て
い
る
ら
し
く
、
花
弁
の
数
や
形
状
は
一
定
し
な
い
が
、
中
国
で
は
Ｂ
類
鏡
に
花
弁
状
の
鈕
座
を
設
け
る
こ
と
が
通
例
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
Ｂ
類
鏡
の
一
面
が
咸
通
十
年
（
八
六
九
）
埋
葬
の
李
愾
墓
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
中
国
に
お
け
る
Ａ
―９―
類
鏡
か
ら
Ｂ
類
鏡
へ
の
改
変
は
遅
く
と
も
九
世
紀
後
半
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
伝
世
出
土
の
Ｂ
類
鏡
は
面
径
が
七
セ
ン
チ
に
満
た
な
い
。
図
様
の
表
出
も
か
な
り
鈍
い
。
中
国
出
土
鏡
と
日
本
伝
世
出
土
鏡
に
お
け
る
図
様
表
出
の
格
差
は
Ａ
類
鏡
よ
り
も
顕
著
で
あ
る
。
Ｂ
類
鏡
の
う
ち
、
寺
家
遺
跡
出
土
鏡
、
構
之
内
遺
跡
出
土
鏡
、
八
代
神
社
伝
世
鏡
に
は
円
形
の
鈕
座
の
痕
跡
が
あ
る
。
中
国
出
土
の
Ｂ
類
鏡
は
花
弁
状
の
鈕
座
を
表
出
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
三
面
の
原
型
は
中
国
ま
た
は
日
本
製
の
Ａ
類
鏡
と
な
ろ
う
。
日
本
国
内
で
Ａ
類
鏡
を
踏
み
返
し
、
外
区
を
除
去
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
日
詰
遺
跡
出
土
鏡
に
は
花
弁
状
の
鈕
座
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
中
国
製
の
Ｂ
類
鏡
に
連
な
る
。
つ
ま
り
、
日
本
に
は
中
国
か
ら
Ａ
類
鏡
だ
け
で
な
く
、
Ｂ
類
鏡
も
伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
日
本
伝
世
出
土
の
Ｂ
類
鏡
に
は
二
つ
の
系
統
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｂ
類
鏡
の
出
現
時
期
が
日
中
と
も
九
世
紀
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
Ａ
類
鏡
か
ら
Ｂ
類
鏡
へ
の
改
変
は
中
国
製
の
Ｂ
類
鏡
に
触
発
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
四
小
論
で
は
西
安
儀
器
工
業
製
造
学
校
出
土
や
十
根
川
神
社
伝
世
鏡
な
ど
十
八
面
の
同
型
鏡
を
Ａ
類
鏡
、
李
愾
墓
出
土
鏡
や
日
詰
遺
跡
出
土
な
ど
十
面
の
同
型
鏡
を
Ｂ
類
鏡
と
し
、
こ
れ
ま
で
何
ら
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
二
つ
の
同
型
鏡
群
が
本
来
は
一
つ
の
同
型
鏡
群
で
あ
り
、
Ａ
類
鏡
の
内
区
の
み
を
独
立
さ
せ
た
も
の
が
Ｂ
類
鏡
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
Ａ
類
鏡
お
よ
び
Ｂ
類
鏡
の
中
国
に
お
け
る
展
開
と
日
本
へ
の
伝
播
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
Ａ
類
鏡
の
図
様
そ
の
も
の
は
七
世
紀
半
ば
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ａ
類
鏡
は
中
国
に
お
い
て
踏
返
鋳
造
が
重
ね
ら
れ
た
ら
し
く
、
烏
拉
古
城
跡
出
土
鏡
の
よ
う
に
宋
金
時
代
の
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
Ａ
類
鏡
が
日
本
で
流
通
す
る
の
は
日
焼
遺
跡
出
土
鏡
や
野
毛
平
木
戸
下
遺
跡
出
土
鏡
に
よ
っ
て
九
世
紀
以
降
と
知
れ
る
が
、
十
根
川
神
社
伝
世
鏡
や
神
門
神
社
伝
世
鏡
は
宋
金
時
代
の
踏
返
鏡
、
ま
た
は
さ
ら
に
そ
れ
を
踏
み
返
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ａ
類
鏡
は
間
隔
を
空
け
て
複
数
回
日
本
に
入
っ
て
き
て
い
る
可
能
性
を
提
示
し
た
。
一
方
、
李
愾
墓
出
土
鏡
に
基
づ
け
ば
、
Ｂ
類
鏡
は
遅
く
と
も
九
世
紀
半
ば
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
出
土
の
Ｂ
類
鏡
は
い
ず
れ
も
花
弁
状
の
鈕
座
を
備
え
る
が
、
日
本
伝
世
出
土
の
Ｂ
類
鏡
の
う
ち
、
寺
家
遺
跡
出
土
鏡
構
之
内
遺
跡
出
土
鏡
八
代
神
社
伝
世
鏡
に
は
Ａ
類
鏡
に
見
ら
れ
る
円
形
の
鈕
座
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
原
型
は
中
国
ま
た
は
日
本
製
の
Ａ
類
鏡
で
あ
り
、
外
区
を
除
く
加
工
は
日
本
で
行
わ
れ
た
と
推
定
し
た
。
た
だ
し
、
日
詰
遺
跡
出
土
鏡
の
み
花
弁
状
の
鈕
座
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
日
詰
遺
跡
出
土
鏡
は
中
国
製
の
Ｂ
類
鏡
の
系
統
に
属
し
、
日
本
に
は
Ａ
類
鏡
だ
け
で
な
く
、
Ｂ
類
鏡
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
唐
式
鏡
は
唐
時
代
に
製
作
、
使
用
さ
れ
た
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遣
唐
使
船
に
よ
っ
て
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
、
奈
良
時
代
に
流
通
し
た
と
い
う
先
入
観
が
あ
る
。
し
か
し
、
Ａ
類
鏡
お
よ
び
Ｂ
類
鏡
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
唐
式
鏡
の
展
開
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
踏
返
鋳
造
に
よ
る
複
製
と
量
産
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
結
果
、
唐
式
鏡
は
複
雑
に
分
岐
し
な
が
ら
拡
散
し
、
日
本
へ
の
伝
播
も
波
状
に
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
註
釈
（
1）
唐
式
鏡
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
中
野
政
樹
氏
は
「
舶
載
唐
鏡
お
よ
び
唐
鏡
を
原
型
と
し
て
本
邦
で
再
范
鋳
造
し
た
鏡
、
唐
鏡
を
模
し
て
本
邦
で
原
型
を
作
り
鋳
造
し
た
鏡
」
と
定
義
づ
け
た
〔
中
野
政
樹
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
出
土
伝
世
唐
式
鏡
の
基
礎
資
料
お
よ
び
同
范
鏡
の
分
布
と
そ
の
鋳
造
技
術
」
（
『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
第
八
号
掲
載
、
一
九
七
三
年
）
、
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一
七
四
頁
〕。
た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
「
瑞
花
双
鳳
鏡
」
に
関
し
て
は
「
平
安
時
代
に
本
邦
に
お
い
て
創
意
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
和
鏡
の
初
期
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
唐
式
鏡
の
範
疇
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
（
2）
梅
原
末
治
「
本
邦
出
土
に
係
る
唐
式
鏡
の
新
資
料
」
（
『
史
迹
と
美
術
』
第
二
〇
巻
第
二
号
掲
載
、
一
九
五
〇
年
）、
四
二
～
四
八
頁
。
（
3）
註
（
1）
同
論
文
。
（
4）
杉
山
洋
『
唐
式
鏡
の
研
究
飛
鳥
奈
良
時
代
金
属
器
生
産
の
諸
問
題
』
二
〇
〇
三
年
、
鶴
山
堂
、
八
八
頁
。
（
5）
註
（
4）
同
書
、
三
二
頁
。
（
6）
註
（
1）
同
論
文
、
二
八
五
頁
。
（
7）
註
（
4）
同
書
、
一
七
〇
～
一
七
九
頁
。
（
8）
植
松
勇
介
「
法
隆
寺
西
円
堂
薬
師
如
来
坐
像
に
納
入
さ
れ
た
鏡
」
（『
古
代
文
化
』
第
六
二
巻
第
一
号
掲
載
、
二
〇
一
〇
年
）、
九
九
～
一
〇
〇
頁
。
（
9）
陝
西
歴
史
博
物
館
『
千
秋
金
鑑
』
二
〇
一
二
年
、
三
秦
出
版
社
、
三
〇
六
頁
よ
り
転
載
。
（
10）
秋
山
進
午
「
隋
唐
式
鏡
綜
論
」
（
『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』
第
一
一
巻
掲
載
、
一
九
九
五
年
）、
三
五
～
四
〇
頁
。
（
11）
小
窪
和
博
『
海
獣
葡
萄
鏡
』
一
九
八
五
年
、
刀
剣
春
秋
新
聞
社
、
二
八
頁
。
（
12）
註
（
9）
同
書
、
三
〇
六
三
〇
九
頁
。
（
13）
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
西
安
郊
区
隋
唐
墓
』
一
九
六
六
年
、
科
学
出
版
社
、
図
四
一
三
よ
り
転
載
。
（
14）
註
（
13）
同
書
、
九
四
～
九
五
頁
。
（
15）
王
綱
懐
『
三
槐
堂
蔵
鏡
』
二
〇
〇
四
年
、
文
物
出
版
社
、
一
七
八
頁
図
一
三
〇
。
（
16）
東
京
国
立
博
物
館
付
属
資
料
館
の
画
像
検
索
に
よ
る
。
な
お
、
本
鏡
は
註
（
11）
同
書
に
紹
介
さ
れ
〔
二
六
頁
〕
、
あ
わ
せ
て
列
品
番
号
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
列
品
番
号
と
は
異
な
る
。
（
17）
註
（
9）
同
書
、
三
〇
六
頁
。
（
18）
註
（
11）
同
書
、
二
八
頁
。
（
19）
註
（
9）
同
書
、
三
〇
九
頁
。
（
20）
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
『
含
水
居
蔵
鏡
図
録
』
二
〇
〇
二
年
、
一
三
頁
図
七
。
（
21）
註
（
11）
同
書
、
二
八
頁
図
六
一
。
（
22）
九
江
市
博
物
館
呉
水
存
『
九
江
出
土
銅
鏡
』
一
九
九
三
年
、
文
物
出
版
社
、
図
四
二
。
（
23）
註
（
22）
同
書
、
図
四
〇
。
（
24）
梁
上
椿
（
田
中
琢
岡
村
秀
典
邦
訳
）『
巖
窟
蔵
鏡
』
一
九
八
九
年
、
同
朋
舎
出
版
、
図
七
二
四
六
七
。
な
お
、
本
鏡
は
註
（
11）
二
八
頁
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
25）
京
都
大
学
文
学
部
『
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
考
古
学
資
料
目
録
』
第
三
部
、
一
九
六
三
年
、
図
三
二
六
。
な
お
、
本
鏡
は
註
（
11）
二
八
頁
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
26）
A
.
G
u
tk
in
d
B
u
llin
g
,
Isa
b
ella
D
rew
「
T
h
e
D
a
tin
g
o
f
C
h
in
ese
B
ro
n
ze
M
irro
rs」
（
『
A
rch
iv
es
o
f
A
sia
n
A
rt』
U
n
iv
ersity
o
f
H
a
w
a
i・i
P
ress、
第
二
五
号
掲
載
、
一
九
七
二
年
）、
五
四
頁
図
八
。
な
お
、
本
鏡
は
註
（
11）
二
八
頁
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
27）
註
（
22）
同
書
、
図
四
七
。
（
28）
太
宰
府
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
『
太
宰
府
佐
野
地
区
遺
跡
群
』
二
四
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
〇
一
一
二
一
四
八
頁
。
（
29）
筆
者
撮
影
。
（
30）
青
木
豊
落
合
知
子
下
湯
直
樹
椎
葉
智
哉
鎌
形
慎
一
郎
桝
渕
彰
太
郎
「
宮
崎
県
椎
葉
村
に
遺
存
す
る
和
鏡
群
の
調
査
研
究
」
（
『
國
學
院
大
學
考
古
学
資
料
館
紀
要
』
第
二
五
輯
掲
載
、
二
〇
〇
九
年
）、
九
〇
頁
。
な
お
、
法
量
お
よ
び
所
見
は
二
〇
一
一
年
九
月
に
筆
者
が
実
見
し
た
時
の
記
録
に
よ
る
。
（
31）
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
『
神
門
神
社
蔵
鏡
図
録
』
二
〇
〇
二
年
、
一
九
頁
図
九
。
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（32）
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
野
毛
平
木
戸
下
遺
跡
野
毛
平
向
山
遺
跡
野
毛
平
植
出
遺
跡
野
毛
平
千
田
ケ
入
遺
跡
長
田
舟
久
保
遺
跡
長
田
土
上
台
遺
跡
』
一
九
九
〇
年
、
六
三
頁
。
（
33）
吉
林
省
博
物
館
「
明
代
扈
倫
四
部
烏
拉
部
故
址
烏
拉
古
城
調
査
」
（
『
文
物
』
一
九
六
六
年
第
二
期
掲
載
）、
図
一
二
よ
り
転
載
。
（
34）
註
（
33）
同
論
文
、
三
〇
頁
。
（
35）
註
（
9）
同
書
、
三
四
八
頁
よ
り
転
載
。
（
36）
構
之
内
遺
跡
発
掘
調
査
団
『
神
奈
川
県
平
塚
市
構
之
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
一
九
九
四
年
、
一
七
五
頁
。
（
37）
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
偃
師
杏
園
唐
墓
』
二
〇
〇
一
年
、
科
学
出
版
社
、
二
一
八
頁
。
（
38）
註
（
9）
同
書
、
三
四
八
三
四
九
三
五
一
頁
。
（
39）
註
（
9）
同
書
、
三
四
八
頁
。
（
40）
註
（
37）
同
書
、
三
五
七
～
三
五
八
頁
。
（
41）
註
（
9）
同
書
、
三
四
八
頁
。
（
42）
註
（
9）
同
書
、
三
五
一
頁
。
（
43）
註
（
9）
同
書
、
三
四
九
頁
。
（
44）
洛
陽
博
物
館
『
洛
陽
出
土
銅
鏡
』
一
九
八
八
年
、
文
物
出
版
社
、
図
七
九
。
（
45）
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
寺
家
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
Ⅱ
、
一
九
八
八
年
、
一
五
四
～
一
五
五
一
五
八
頁
、
図
二
一
三
祭
一
。
（
46）
筆
者
撮
影
。
（
47）
筆
者
撮
影
。
（
48）
日
詰
遺
跡
調
査
団
『
南
伊
豆
下
賀
茂
日
詰
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
一
九
七
八
年
、
南
伊
豆
町
教
育
委
員
会
、
一
九
四
～
一
九
七
頁
。
（
49）
註
（
36）
同
書
、
一
七
五
頁
。
（
50）
註
（
1）
同
論
文
、
一
九
五
頁
。
（
51）
梅
原
末
治
「
近
時
所
見
の
本
邦
で
の
唐
式
鏡
」
（
『
古
代
学
』
第
一
巻
第
三
号
掲
載
、
一
九
五
二
年
）、
二
三
九
頁
。
附
記
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
昭
和
女
子
大
学
の
助
成
を
受
け
た
。
（
う
え
ま
つ
ゆ
う
す
け
歴
史
文
化
学
科
）
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